
7月 2日 とすっ子マルシェで、昔遊び担当（鳥栖小）
5日 議会運営委員会
7日 『予算・決算のポイント』セミナー(東京）
１0日 第１回鳥栖市議会議員研修会（市役所：有志）
１１日 市議会だより編集委員会
12日 臨時議会
19日 鳥栖市議会議員研修会（三菱地所：有志）
21日 全員協議会／第２回鳥栖市議会議員研修会（市役所）
28日 『あなたの質問を画期的に変える集中講座』（東京）
29日 公明党鳥栖・吉野ケ里支部合同夏季党員研修会
30日 まつり鳥栖
24・25・27日 街頭演説鳥栖市１０ヶ所

8月3日 鳥栖駅周辺整備調査研究特別委員会
6日 第２回公明党九州夏季議員研修会（福岡）
7日 H29年度鳥栖市青少年問題協議会

8・9日 公明党佐賀県本部夏季議員研修会（佐賀）
10・11日 『ピースウィーク2017 平和の駅inTOSU』

16日 真木町盆踊り大会🎵
17日 佐賀県市議会議長会議員研修会
18日 基山中学校・特別支援教育研修会
21日 平成29年度鳥栖市同和問題講演会
22日 タブレットデモの体験研修／ＩＣＴ推進ＷＧＰ

第3回鳥栖市議会議員研修会（市役所）
23日 全体勉強会
24日 鳥栖・三養基西部環境施設組合議会定例会

公明党佐賀県本部政策要望懇談会
26日 山浦PAｽﾏ ﾄーｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼ(゙仮称)建設整備促進期成会設立準備会

28日 会派代表者会/議会運営委員会/全体勉強会
9月1日～10月5日 9月議会（補正・Ｈ２８年度決算審査）

10日 鳥栖中学校の体育大会
15日 街頭演説 鳥栖市で2ヶ所
23日 「とさくさん」の観月会
25日 鳥栖小学校運動会
30日 公明党時局講演会☆

2013年に皆様方の真心のご支援によ
り市議会へ送っていただき、皆様よりご指導を賜
りながら、たくさんの事を学ばせていただきました。
公明党創立者は、「高齢者を尊敬する社会こそ、
人間を尊敬する社会であり、それでこそ 生き生
きと栄えゆく社会となろう。」と言われています。
高齢者を尊敬する社会を目指し、
女性の味方！女性の視点！で、これからも、
大好きな鳥栖市の更なる発展のため、公明党の
立党精神である『大衆とともに』をモットーに、
未来に希望の持てる鳥栖市を目指し、
精一杯働いてまいります。
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ごあいさつ

主 な 活 動

８月６日 第２回公明党九州夏季議員研修会
『大衆とともに』との立党精神を心に、異体同心で議員
一人一人が議員力アップと平和への誓いを新たに出発

７月２９日 あきの公造参議院議員を迎えて
公明党鳥栖・吉野ケ里支部合同夏季党員研修会

7月7日 （東京）
地方議員研究会ｾﾐﾅｰ
『予算・決算のポイント』
について学びました。
（鹿児島市議と）

高瀬ひろみ参議院議員(中央)

山口代表

佐藤優氏
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8月24日 公明党佐賀県本部 政策要望懇談会
業界団体様からのご要望は、大変勉強になりました

『ピースウィーク2017 
平和の駅inTOSU』

北九州市立大学に関係する
『太鼓と平和を考える学生連絡協議会』

原爆投下の日である8月9日に自転
車で北九州を出発～鳥栖～長崎へ、

『平和の灯』を届ける活動。

｢核なき世界を｣目指し、
長崎街道を平和ロードに!

8月10日「月光」の演奏♬で歓迎
8月11日『平和の灯』の出発式🚴

8月８日公明党佐賀県本部夏季議員研修会
スチューデントサポートフェイスの谷口代表理事

「ひきこもり支援」について学びました。

🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子のホームページ
Facebook・Twitter・LINEで、ご覧ください(*^▽^*)

◆とびまつ妙子（飛松妙子）で検索。

LINEのID➡haruyuumoe2017.6

8月18日基山中学校特別支援教育研修会

ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ☆齊藤麗子先生（左から2人目）

「ASDは障害ではなく、違う文化を持つ少数派」

真木町盆踊り大会の抽選でｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽをゲット☆

9月30日公明党時局講演会

9月15日防災の日・防災週間記念☆街頭演説

ASD（自閉ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ症、ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群）



1-⑷ 冠水問題について伺う。
幸津町１１７８番地先付近の市道が大雨の

たびに冠水していると、住民の方よりご相談
を頂いた。大雨が降るたびに、自宅に駐車し
ている車を安全な場所に移動し、ある方は昨
年の大雨で車を買い替え、また、駐車場を高
い場所に改修したり、基礎の修復工事をされ
ている。以前、市で調整池を掘り下げて、
冠水問題を解決して頂き、地域の方は大変
喜ばれたが、これでは、まだ十分ではなく、
抜本的な対応が必要だ。冠水している現状
を踏まえ、市はどのように考えているのか伺う。

1-⑶ ハード面の問題点について伺う。
市民の皆様の大切なインフラのひとつである
道路と水路について確認したい。
①市内で大雨のときに市道が冠水する地区
はどのあたりか。
②大雨時にはどのように確認されているのか。
③その原因は何があるのか事例を示してい
ただきたい。
④現在どのような対応をされているのか。

1- ⑵ 鳥栖市地域防災計画につい
て見直しが必要では？市の見解を伺う。

答弁 1-⑴ 気象観測史上予測できない突発
的な集中豪雨であった。早めに避難勧告等の
発令について判断し、市民に様々な情報手段
を使って、早めの避難を促すことが重要であり、
同時に、日頃の訓練が必要である。自主防災
訓練では、年に１度の実施を支援し、避難行
動要支援者訓練など取り入れるよう助言を行う。

1-⑴ 九州北部豪雨災害は、被害を拡大さ
せた点に今回の災害の特徴があるとされる。
どのような教訓を得たのか伺う。

9月11日 本会議一般質問

1.大雨災害対策について
2.企業主導型保育事業について
3.特別支援教育充実について

平成29年9月定例会 ◆補正予算 11億4,028万 1千円◆

1-⑵ 次の地域防災計画の改定は、
想定地震を変更する必要がある。
また、九州北部豪雨のような短時間での局所
的な集中豪雨などあらゆる所で増えてきた。

水防法が改正され、国及び県河川の浸水想
定区域が見直された。来年度新しく洪水を含
むハザードマップを更新する予定だ。

九州北部豪雨の教訓を踏まえ、まずはハ
ザードマップの更新に取り組み、地域防災計
画については、防災会議に諮る等必要な手続
を踏み、順次改定を行っていく。

1-⑶
②大雨時の確認について、過去に冠水したこ
とのある場所を中心に現地確認を行っている。
③原因の一つとして、宅地開発などによる市
街化が進んだことで、保水機能を有していた
農地や山林が減少し、水路への流入量が増
大している。また、近年のゲリラ豪雨や数年に
一度の大雨などといわれるような、短時間で
多量の雨が降ることで、排出先の水路等の水
はけができず、内水氾濫が生じていることで、
一時的に道路冠水が発生している。
④必要に応じて通行止め等の緊急対応。
なお、鳥栖地区の道路冠水箇所である、轟
木・衛生処理場線は、交通の円滑化と安全性
を確保するため、道路改良に取り組んでいる。

１．大雨災害対策について

答弁

質問

質問

質問

9月一般会計補正予算の主なもの。
鳥栖駅周辺整備事業 4億5,789万円

スタジアム塗装改修事業 1億3,000万円

滞在型農園施設等改修事業 4億5,789万円

お試し移住施設整備事業 1,535万円

質問

答弁

1-⑶
①主な冠水箇所は、鳥栖地区内と旭地区内
で多くみられる。

答弁

1-⑷
旭地区まちづくり推進センターの近郊の雨水
対策については、冠水被害の軽減を図るた
め、大雨時の流量とその流れをどう処理する
かを検証する「浸水シュミレーション」を行い、
その結果を基に、本年度、西田川北側地区
の雨水整備を行うため実施設計を行っている。
国の支援を受けながら、来年度からの工事着
工を目指して取り組んでいる。
大雨時の冠水被害を広範囲で解消できるよう、
鋭意、取り組んでまいりたい。

答弁

http://www.komei.or.jp/km/tosu-tobimatsu-taeko/files/2017/10/29374f1a4c37b9a6f29f902d922d8d0d.jpg
http://www.komei.or.jp/km/tosu-tobimatsu-taeko/files/2017/10/29374f1a4c37b9a6f29f902d922d8d0d.jpg


3-⑵ 自閉症・情緒障がいの児童・
生徒は、全体の７割を占めている。
デイジー教科書※ 導入後の活用状況・効果
と今後の取り組みについて伺う。
（※ﾃﾞｲｼﾞｰ教科書は、発達障がいなどで教科
書を読むことが苦手な児童生徒の教科書。
文章を音声で読み上げ、読む部分を拡大、
読み上げている部分の文字がﾊｲﾗｲﾄできる）

1-⑸ 避難の課題・問題点・高齢者
対策について伺う。
今回はじめて、避難行動要援護者を含めた
避難訓練が行われたが、実際に行って浮か
び上がった問題点、課題について伺う。

教材等の学習環境を整備すること
は大変重要である。
デイジー教科書についての認知度がまだ低
く、周知が徹底していない現状がある。
今後、各学校の特別支援教育の研修会等へ
出向き、実物を示しながらその周知を図っ
ていく。併せて、保護者に周知する機会を
つくっていく。
(基里小学校に設置している教科書センター
でのサンプル閲覧の周知と、毎年開催されて
いる障害者理解促進事業の「みんなの音楽祭
inとす」での展示紹介を検討する)

答弁

保育士研修会に、平成２８年度 ２校の
小学校から参加があり、障害児に関する情報
を共有するとともに、その対応について事例
を踏まえた検討を行っている。
今後も、学校を含む関係機関との研修を充実
させていきたい。

個別の部門だけでは解決できなかった事例
について対応の幅が広がり、多様な支援を提
供することが出来るようになっている。
また、就学の際にスムーズな引継ぎが行える
ことにより、児童・生徒の生活全般に切れ目
のない支援ができる結果となっている。
今後も、こういった取り組みを推進し、学校教
育と福祉との連携をより深めていきたい。

答弁

松原町自主防災組織で避難者名簿
を活用した災害避難時に支援が必要となる
方を対象とする避難訓練を実施した。
参加者より、日頃からの連絡体制の確保、トラ
ブル発生時の対応、避難ルートの検討、避難
所の見直しなど、緊急時における避難行動の
問題点が指摘され、避難訓練について
「良かった」とのアンケート結果だった。
地域での取組みが最も重要であることか
ら、町区や高齢者施設等に対してこのよ
うな活動を含めた訓練の実施を促し、連
携を図りながら必要とされる支援を行う。
高齢者の避難支援は、できるだけ日頃

から面識のある援護者の方が訪問するこ
とで、気持ちが落ち着き、表情が柔らか
くなるように見受けられた。
体調面と同じように、
特に心のケアが必要となる。
地域における高齢者の
方々との交流や日常の
見守りなど、緊急時に
対応できる大切な支援
活動につながる。

1-⑸ 学校教育と福祉の連携の推
進について本市の取組について伺う。

答弁

質問質問

質問3．特別支援教育充実について質問

教育大綱の理念や教育方針を具現
化するため、「鳥栖市教育プラン」を策定し、
この中で「学校教育」の４つ目の柱として特別
支援教育の充実を示している。
特別支援学級に在籍する児童生徒は、平成
２５年度と比較すると約２倍に増加している。
重点的な取組の一つに位置付け、きめ細か
な指導や施設環境の充実に努めている。
指導者の資質と生活指導補助員のスキルの
向上、福祉との連携、一人一人の教育的
ニーズに応じた教育の推進に取り組んでいく。

答弁

3-⑴ 特別支援学級の在籍児童生徒が増加
する中、教育プランの重点取組の一つ、特別
支援教育の充実について本市の取組を伺う。

障がい種類 Ｈ28 Ｈ29 ％
自閉症・情緒 200 235 69%
知的 73 94 28%

その他 14 10 3%

合計数 287 339 100%

特別支援学級の児童生徒数
人


